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平成 25 年度第 7回青森市子ども会議開催概要 

＜交流グループ「Team Commu2」④＞ 

1111    日時日時日時日時   平成 25 年 8 月 8日（木） 9時～17 時    

2222    場所場所場所場所   青森市総合福祉センター1 階 研修室 

3333    出席者出席者出席者出席者  Team Commu
2
メンバー8 名（欠席者 1 名）    

       事務局 1名 

4444    開催開催開催開催概要概要概要概要 

  「交流」に関係するテーマで活動をしてい 

くグループ「Team Commu
2
」の 4 回目の活動内 

容です。 

 

  前回の活動で見えた課題を 1つ 1 つしっか 

 りと進めていく大事な活動日です。 

 

  午前中は 3人の子ども委員が参加して、ま 

 ず、招待状の作成をしました。 

  招待状には、交流会の日時と場所、プログ 

ラムが記されていて、全体的にカラフルなデ 

ザインに仕上がりました。 

 

  続いて、青森市の文化についてのプレゼンの内容を考えました。 

  “青森”と言えば、やはり『ねぶた』でしょう。 

  グループには、ねぶた囃子に参加している子がいることもあってか、プレゼンの内容は『ね

ぶた』にすること、そのプレゼンのときには、実際に囃子の格好をして笛を披露することや、

ハネトの格好をして『ねぶた』をアピールすることを考えたようです。 

  このほか、午前は交流会の席図を考えました。 

 

  午後は 5 人の子ども委員を加え、8人で活動を行いました。 

  まず、「ぬり絵」については、子ども委員の 1 人が自宅で 2種類のぬり絵を作ってきたという

ことで、グループのみんなに見てもらったところ、満場一致でＯＫ！をもらったそうなので、

“ぬり絵問題”は解決に至りました。 

  続いて、アイスブレイクなどを行う際の外国人の方への説明については、基本的に言葉（も

ちろん英語です！）で説明するとのことで、加えてジェスチャーも交えるようなので、意外に

もその説明タイムが面白くなるかも！ 

  司会進行の「シナリオ」については、グループの中の高校生子ども委員が、司会担当（中学

生）にアドバイスをしながら、最終的に自宅でまとめてくることにしたようです。 

 

  そして最後に、1 番大きな課題と言ってもいい「交流会に参加していただく外国人の方をど

うするか？」については、結果、子ども委員自らお願いすることが困難となったため、事務局

で各学校に派遣されているＡＬＴの先生（外国語指導助手）や、市役所に国際交流員として配

属されている外国人の方などに声を掛けてみることにしました。 

  せっかく子どもたちが考えた交流会なので、できるだけ多くの外国人の方に参加していただ

けるよう頑張ってみます。 
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  以上で、交流グループ「Team Commu
2
」の夏休み開催は終了しました。 

  なお、外国人の方との交流会は、9月上旬の開催を予定しています。 


